
救
急

救
命
士

特
集

しぶみ分署　玉田正樹

西分署　羽鳥龍也西分署　根津吉晴西分署　高橋敬人 西分署　石橋祐太

南分署　若井栄一

南分署　笛木純一

しぶみ分署　三輪純也

南分署　宮澤直人

しぶみ分署　山田進一

本署　吉楽幸紀

本署　涌井拓磨

本署　樋口貴大

本署　星名貴弘

しぶみ分署　野上宗幸

南分署　丸山剛

本署　太田隆史

本署　小川  睦

本署　井ノ川直之本署　保坂繁之

本署　井ノ川雅史
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新採用　栁翔輝

―救急救命処置の処置拡大へ―

十日町地域消防本部職員 116 名中 26 名の救急救命士
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救
急
救
命
士
と
は

事
故
な
ど
で
ケ
ガ
を
し
た
人
や
急
病
人
に
対
し
、

救
急
救
命
処
置
を
行
う
人
の
こ
と
で
す
。

「
特
定
行
為
」
と
は

「
救
急
救
命
処
置
」
と
は

 

救
急
救
命
士
が
、
重
度
傷
病
者
に
対
し
て
行
う
気
道
確
保
、

心
拍
の
回
復
や
そ
の
他
の
処
置
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
症
状

の
著
し
い
悪
化
の
防
止
や
生
命
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に

行
い
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
の
免
許
を
受
け
た
国
家
資
格

    
 拡

大
さ

れ
た

救
急

救
命処置

これまで特定行為は心肺機能停止状態の傷病者に限られていましたが、

心肺機能停止状態でない重度傷病者に対し早期に処置できる
ことで、より救命率の向上が期待されます。

血糖値測定と低血糖発作症例への
ブドウ糖溶液の投与
低血糖による意識障害の可能性がある人に対して
血糖値測定を行い、低血糖の場合にはブドウ糖溶
液を投与する処置です。POINT

特  集

血圧が低下して心肺停止する
危険性があるショック状態の
人、長時間にわたり機械など
に挟まれていた人に対して点
滴をする処置です。

心肺機能停止前の
静脈路確保と輸液

救
急
救
命
処
置
の
中
で
も
、
医
師
の
具
体
的
な
指
示
の
下
、

病
院
と
も
適
切
に
連
携
し
な
が
ら
行
う
処
置
で
す
。

従
来
左
記
の
３
つ
が
特
定
行
為
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
26
年
度
よ
り
救
急
救
命
処
置
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
左
面
に
詳
細
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。）

乳酸リンゲル液を用いた
                 静脈路確保のための輸液

    心肺停止した傷病者に対し、
　腕 や足の血管に注射針を
　　使い点滴することにより、
　　　　病院到着後すぐに緊急
　　　　用治療薬を投与できる
　　　　ようにするための
　　　　処置です。

器具による気道確保
 心肺停止した傷病者に対し、
気管内チューブなどの器具を  
 用いて、肺への空気の
　通り道を確保する
　　処置です。

エピネフリンの投与
   アドレナリンとも呼ばれ、
心臓が停止した傷病者に対し「強
心剤」を投与する処置です。

※強心剤：心臓の機
能を活発にする薬

「救急救命士が
  できることって   」？

    
  　

    
---

---
 従

来
の

特
定

行

為
----

----
-

＋

当地域の救急救命士制度を支えているのは十日町地域メディカルコントロール協議会です。
救急隊員への指導助言体制充実と応急手当の普及の両輪で地域の救命率の向上を図ります。
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消
防
だ
よ
り

　
　 

火
の
用
心

新
本
部
庁
舎
建
設
開
始

　
　

　

村
山
消
防
副
士
長

　
　
全
国
救
助
大
会
へ

　

第
31
回
新
潟
県
消
防
救
助
技
術
大
会
が
平
成
26

年
７
月
２
日
（
水
）
新
潟
市
で
行
わ
れ
、
当
消
防

本
部
の
村
山
延
大
消
防
副
士
長
が

ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
で
１
位

と
な
り
、
全
国
消
防
救
助

技
術
大
会
へ
出
場
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
山
副
士
長
は

「
全
国
の
舞
台
で
も

気
負
わ
ず
、
自
分
の

力
が
発
揮
出
来
る
よ
う
に
、
集
中
し
て
今
後
の
訓

練
に
臨
み
ま
す
。」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
全
国
大
会

は
８
月
27
日
（
水
）
千
葉
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

株
式
会
社
高
橋
組
様
が

　
新
潟
県
消
防
団

　
　
協
力
事
業
所
表
彰
を
受
賞

●建築概要

※新本部庁舎イメージ写真

建設地　：十日町市
　　　　　　四日町新田 1041 番地他
敷地面積：11,134 ㎡
庁舎棟　：鉄筋コンクリート造
　　　　　地上３階、塔屋１階建て
車庫棟　：鉄骨造
　　　　　地上２階建て

泉田知事より表彰を受ける様子

　

平
成
26
年
７
月
27
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
第

65
回
新
潟
県
消
防
大
会
に
お
い
て
、
株
式
会
社
高

橋
組
様(

松
之
山
湯
本)

が
日
頃
か
ら
の
消
防
団

活
動
へ
の
協
力
を
評
価
さ
れ
、
県
知
事
か
ら
新
潟

県
消
防
団
協
力
事
業
所
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
従
業
員
の
31
名
が
現
役
の
消
防
団
員

で
あ
り
、
消
防
団
幹
部
も
多
数
在
籍
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
消
防
団
活
動
の
重
要
性
を
深
く
認
識

さ
れ
、
火
災
・
水
害
・
雪
害
・
捜
索
等
の
災
害
発

生
時
に
は
消
防
団
員
が
速
や
か
に
出
動
で
き
る

よ
う
配
慮
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い

う
考
え
を
、
企
業
の
取
り
組
み
と
し
て
き
た
結
果

が
今
回
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

庁舎

表彰

救助

　

平
成
26
年
６
月
25
日
（
水
）
十
日
町

地
域
消
防
本
部
新
庁
舎
建
設
場
所
に

お
い
て
、
建
設
工
事
の
起
工
式
が
行
わ

れ
、
こ
れ
に
よ
り
本
格
的
な
建
設
工

事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
地
は
、
十
日
町
市
街
地
の
北
側

（
十
日
町
市
四
日
町
新
田
地
内
）
に
位

置
し
、
信
濃
川
と
平
行
に
走
る
市
道
高

山
太
子
堂
線
と
接
続
し
て
お
り
、
妻
有

大
橋
に
近
い
た
め
川
西
地
域
へ
も
ア

ク
セ
ス
し
や
す
い
位
置
と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
27
年
秋
に
竣
工
予
定
で
、

平
成
28
年
４
月
に
開
庁
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
人
工
呼
吸
を
し
な
が
ら

病
院
に
向
か
う
救
急
車
内
…
泣
き
叫
ぶ
家
族
…

一
刻
を
争
う
救
急
現
場
も
あ
れ
ば
、「
今
日
入
院

の
予
定
に
な
っ
て
い
る
か
ら
」
と
玄
関
で
き
っ

ち
り
入
院
の
準
備
を
整
え
て
待
つ
現
場
も
。
生

き
る
か
死
ぬ
か
の
現
場
も
あ
れ
ば
、
思
わ
ず
た

め
息
を
つ
い
て
し
ま
う
よ
う
な
現
場
も
あ
り
ま

す
。
本
当
に
緊
急
を
要
す
る
方
の
た
め
に
、
救

急
車
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
楽
）

救
急
車
は
限
り
あ
る
資
源


